
本
号
の

ポ
イ
ン
ト！
議
員
定
数
削
減！

代
表
質
問
開
始

議
員
定
数
削
減！

代
表
質
問
開
始

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
変
え
る
議
会
の
風
景

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
変
え
る
議
会
の
風
景

2
0
2
4
.8
.1
発
行

【
N
o
.8
1
】



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

議
案
質
疑
・
常
任
委
員
会

報告

専決処分の報告について
・伊豆市児童発達支援センター条例の一部改正
・伊豆市水道事業の布設工事及び布設工事監督者の資格並びに水道技術管理者の資格に関す
　る条例の一部改正
・物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定
令和５年度伊豆市一般会計予算の繰越明許費の報告について
令和５年度伊豆市水道事業会計予算の繰越しの報告について
令和５年度伊豆市下水道事業会計予算の繰越しの報告について

予算

専決処分の報告及び承認について（令和６年度伊豆市一般会計補正予算（第１回））

令和６年度伊豆市一般会計補正予算（第２, ３回）

令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）

条例

専決処分の報告及び承認について（伊豆市税条例の一部改正）

専決処分の報告及び承認について（伊豆市国民健康保険税条例の一部改正）

伊豆市中伊豆交流センター条例の全部を改正する条例の一部改正について

伊豆市営住宅条例の一部改正について

伊豆市駅前広場条例の制定について

その他

工事請負契約の変更について（新中学校建築工事）

財産の無償貸付の変更について（旧土肥小学校）

財産の取得の変更について（（仮）日向公園用地）

工事請負契約の締結について（（仮）危機管理センター建築工事）

財産の取得について（新中学校什器備品等）

発議

伊豆市議会委員会条例の一部改正について

伊豆市議会会議規則の一部改正について

伊豆市議会の議員の定数を定める条例の一部改正について

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書

賛否が分かれた議案
小
川
多
美
子

浅
田
　
藤
二

鈴
木
　
優
治

飯
田
　
大

黒
須
　
淳
美

下
山
　
祥
二

杉
山
　
武
司

星
谷
　
和
馬

鈴
木
　
正
人

間
野
み
ど
り

波
多
野
靖
明

小
長
谷
順
二

三
田
　
忠
男

永
岡
　
康
司

杉
山
　
誠

議
決
結
果

伊豆市議会の議員の定数を定め
る条例の一部改正について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可

決

※議長 (青木　靖 )は、可否同数の裁決以外は、採決に加わりません。
※本議案の討論は p.6 に一部掲載

※詳細はホームページをご覧ください
録画配信はこちら

▲

議案一覧『議会は可決・承認』 令和６年伊豆市議会
会期：令和６年 5月 28日（火）～ 7月 1日（月）

要チェック議案
・議案第 50号　令和 6年度伊豆市一般会計補正予算（第 2回）
・発議第５号　伊豆市議会の議員の定数を定める条例の一部改正について

令和 6年度伊豆市一般会計補正予算（第１回）

令和 6年度伊豆市一般会計補正予算（第３回）

令和 6年度伊豆市一般会計補正予算（第 2回）

　詳　細

　詳　細　　※１万円以下は切り捨て

　詳　細　　※１万円以下は切り捨て

総務費：選挙費　　【2,180 万円】（県知事選挙費）

民生費：社会福祉総務費　他　【３億 5,634 万円】　
（物価高騰対策重点給付金事業（補足・調整給付分）に係る事務費及び給付費の増）

衛生費：予防費　他　【8,184 万円】
　　　（定期接種開始に伴う新型コロナウイルスワクチン接種事業費の増　他）
民生費：児童措置費　他　【7,210 万円】　

（児童手当制度改正に伴う、児童手当給付事業費の増）

◆会期日程及び議会活動
月 火 水 木 金 土 日

5/27 28
本会議初日
各常任委員会
議会広報委員会

29 30 31 6/1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17
本会議 2 日目

（一般質問）

18
本会議 3 日目

（一般質問）

19
本会議 4 日目

（一般質問）
議会改革推進特
別委員会
総務経済委員会

20
本会議 5 日目

（議案質疑）
議会運営委員会
全員協議会

21
 総務経済
 委員会

22 23

24
教育厚生委員会

25 26 27
議会運営委員会

28 29 30

7/1
本会議最終日
議会広報委員会

2 3 4 5 6 7

※会期日程以外の詳しい議員の活動はホームページに掲載
アクセスはこちら

▲

６月定例会

3 2

議案・賛否 定例会概要



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

市
政
を
問
う
〜
一
般
質
問
〜

○ 議案質疑
○ 常任委員会
○ 議案質疑
○ 常任委員会

6/20，6/21・24

議  

案  

質  

疑

♦
令
和
６
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）

質　
　
疑

Ｑ　
今
後
定
期
接
種
と
し
て
扱
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
対
象

者
へ
の
接
種
案
内
の
方
法
と
、
自
己
負

担
額
、
接
種
場
所
は
。

A　
対
象
者
へ
の
接
種
案
内
は
、
個
別

に
案
内
し
、
自
己
負
担
額
は
、
３
２
０

０
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
接
種
場
所
は
、
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
実
施
が
可
能
な
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。
接
種
案

内
に
、
お
知
ら
せ
を
盛
り
込
む
予
定
で

す
。

♦
伊
豆
市
中
伊
豆
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
改
正

質　
　
疑

Q　
白
岩
の
湯
再
開
日
の
延
長
を
、
１

年
延
長
さ
せ
た
い
根
拠
は
。

A　
配
管
の
改
修
に
必
要
な
工
事
規
模

や
、
調
査
に
必
要
な
期
間
が
わ
か
ら
な

い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仮
置
き

の
期
限
と
し
て
、
１
年
延
長
と
し
ま
し

た
。
１
日
で
も
早
い
再
開
に
向
け
、
準

備
を
進
め
ま
す
。質　

　
疑

Q　
温
泉
の
使
用
を
可
能
に
す
る
た
め

の
、
代
替
案
の
検
討
は
。

A　
近
隣
温
泉
事
業
者
か
ら
配
管
供
給

の
検
討
を
し
ま
し
た
が
、
不
具
合
箇
所

を
発
見
で
き
た
こ
と
か
ら
、
早
期
再
開

を
目
指
し
送
湯
管
を
修
繕
す
る
方
が
適

切
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
送
湯
管

の
管
理
を
継
続
す
る
こ
と
の
不
安
も
あ

る
た
め
、
別
の
配
管
供
給
も
引
き
続
き

選
択
肢
と
し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

♦
伊
豆
市
駅
前
広
場
条
例
の
制
定

質　
　
疑

Ｑ　
イ
ベ
ン
ト
で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
使

用
手
続
き
と
、
使
用
料
の
納
付
方
法
は
。

A　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
イ
ベ
ン
ト
で
呼

ぶ
も
の
で
あ
れ
ば
、
主
催
者
が
一
括
で

申
請
し
、
使
用
料
を
納
付
し
ま
す
。
使

用
が
独
立
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
申
請
及
び
使
用
料
を
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　
牧
之
郷
駅
前
広
場
の
分
割
使
用
例

と
、
設
備
拡
充
の
計
画
を
問
う
。

A　
分
割
使
用
の
場
合
は
、
ロ
ー
タ

リ
ー
内
の
交
通
広
場
及
び
池
の
前
の
芝

生
広
場
を
、別
々
に
使
用
し
ま
す
。キ
ッ

チ
ン
カ
ー
で
あ
れ
ば
、
複
数
台
利
用
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
現
在
設
備
の
拡
充
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
運
用

し
て
い
く
中

で
要
望
な
ど

が
多
い
も
の

は
、
検
討
す

る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま

す
。

  

♦
令
和
６
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）

質　
　
疑

Q　
児
童
手
当
制
度
改
正
の
概
要
説
明
を

A　
令
和
６
年
６
月
か
ら
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
、
児
童
手
当
の
改
正

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。「
所
得
制
限
の

撤
廃
」「
支
給
期
間
を
高
校
生
年
代
ま

で
拡
大
」「
第
３
子
以
上
の
支
給
額
を

３
万
円
に
増
額
」「
支
給
回
数
を
年
６

回
に
増
」の
４
点
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

Q　
児
童
手
当
の
改
正
に
よ
り
、
対
象

者
は
ど
の
く
ら
い
増
え
る
と
見
込
む
か
。

A　
新
た
に
追
加
さ
れ
る
、
高
校
生
世

代
が
約
６
０
０
人
。
第
３
子
以
降
の
増

額
対
象
者
が
４
５
３
人
。
所
得
制
限
の

撤
廃
に
よ
る
対
象
者
が
50
人
と
計
算
し

て
い
ま
す
。

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

健
康
被
害
認
定
に
よ
り
、
健
康
被
害
認

定
さ
れ
る
ま
で
の
仕
組
み
は
。

A　
請
求
者
が
市
に
申
請
し
、
必
要
書

類
等
を
確
認
し
て
か
ら
、
県
を
経
由
し

て
国
に
届
け
ま
す
。
資
料
に
基
づ
き
、

外
部
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
疫
病
・

障
害
認
定
審
査
会
で
、
因
果
関
係
を
判

断
す
る
審
査
が
行
わ
れ
、
審
査
結
果
を

請
求
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

♦
令
和
６
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）

質　
　
疑

Q　
白
岩
の
湯
施
設
改
修
工
事
の
送
湯

管
の
内
容
は
。

A　
湯
の
花
が
蓄
積
し
や
す
い
源
泉
付

近
を
中
心
に
調
査
し
、
源
泉
か
ら
50

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
に
詰
ま
り
の
原
因

が
特
定
で
き
ま

し
た
。
送
湯
管

の
修
理
と
雨
漏
り

（
浴
室
）、
排
水

管
な
ど
の
水
漏

れ
修
理
と
合
わ

せ
て
工
事
を
す

る
予
定
で
す
。

♦
伊
豆
市
駅
前
広
場
条
例
の
制
定

質　
　
疑

Ｑ　
（
牧
之
郷
駅
前
広
場
）
賑
わ
い
の

場
と
し
て
整
備
す
る
な
ら
、
暑
い
と
き

に
日
影
は
な
く
、
ベ
ン
チ
の
数
も
少
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。
ま
た
、
ト
イ
レ
が

広
場
に
な
い
が
、
地
区
か
ら
要
望
が
出

て
き
た
場
合
、
応
え
ら
れ
る
の
か
。

A　
供
用
開
始
し
た
ば
か
り
で
、
広
場

の
利
用
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、

今
後
使
用
し
て
い
く
際
に
、
要
望
が
多

い
も
の
に
つ
い
て
は
検

討
し
、
極
力
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

♦
財
産
の
無
償
貸
付
の
変
更

（
旧
土
肥
小
学
校
）

質　
　
疑

Ｑ　
今
回
に
至
っ
た
経
緯
と
、
契
約
相
手

方
は
収
益
の
確
保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

A　
契
約
相
手
は
、
主
に
中
古
パ
ソ
コ

ン
の
販
売
や
保
守
管
理
な
ど
を
行
う
傍

ら
、
お
か
え
り
集
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
廃
校
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化
事
業
）

を
、全
国
22
カ
所
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
地
域
課
題
に
向
け
、
積
極
的

か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
「
一
般
社

団
法
人
お
か
え
り
集
学
校
」
を
設
立
し

ま
し
た
。

　
全
国
で
実
施
し
て
い
る
お
か
え
り
集

学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
の
中

で
、
自
治
体
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
の
委
託
を

受
け
る
な
ど
し
て
お
り
、
収
益
は
保
た

れ
て
い
ま
す
。

♦
財
産
取
得
の
変
更

（（
仮
）
日
向
公
園
用
地
）

質　
　
疑

Ｑ　
今
回
変
更
す
る
土
地
が
取
得
で
き

な
い
場
合
、
草
刈
り
が
で
き
な
い
な
ど

景
観
が
損
な
わ
れ
る
心
配
が
あ
る
が
い

か
が
か
。

A　
個
人
の
土
地
に
関
し
て
手
を
付
け

に
く
い
で
す
が
、
景
観
に
配
慮
し
市
と

し
て
適
正
に
管
理
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

総
務
経
済
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

委員会の概要書はこちら

▲

牧之郷駅前広場牧之郷駅前広場白岩の湯白岩の湯
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常任委員会 議案質疑



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

討
　
　
　
論

♦
伊
豆
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

反
対
討
論
　
♦
杉
山
　
武
司  

議
員

　
議
会
の
活
性
化
を
図
り
、
議
員
の
資
質
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
が
本
来
の
特
別
委
員
会
の
本
務
で
、
自

ら
制
定
し
た
条
例
を
遵
守
せ
ず
、
削
減
２
名
分
の
報

酬
を
14
名
で
分
配
す
る
こ
と
が
委
員
会
の
最
終
目
的

で
、
誠
に
身
勝
手
な
考
え
で
あ
る
。
市
民
有
権
者
の

0.5
%
に
も
満
た
な
い
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
１
２
１

件
が
多
い
と
の
委
員
長
の
発
言
は
、
市
民
の
負
託
を

受
け
た
議
員
の
言
葉
か
。
再
審
議
を
求
め
ま
す
。

賛
成
討
論
　
♦
下
山
　
祥
二 

議
員

　
常
日
頃
か
ら
、
当
局
に
対
し
て
人
口
減
少
対
策
や

行
財
政
改
革
を
訴
え
て
い
る
議
員
自
ら
が
、
身
を
切

る
議
会
改
革
を
推
し
進
め
ず
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
理
解
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
議
員
定
数
の

２
名
削
減
は
、
至
極
当
然
な
も
の
で
あ
り
、
既
に
十

分
議
論
は
尽
く
さ
れ
た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
議
員

各
位
の
賢
明
な
判
断
と
、
賛
同
を
お
願
い
し
ま
す
。

討
論
は
６
件
（
賛
成
３
反
対
３
）
あ
り

ま
し
た
。
詳
細
は
７
月
１
日
の
録
画
配

信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～ 一 般 質 問 ～

市政を問う
録画配信へ

QRコードを読み取るアプリ
をダウンロードしてご利用く
ださい。

Andoroid
スマートフォン
Andoroid
スマートフォン

カメラアプリを起動して QR コード
を画面に入れ、読み込みのコード
が出たらタップしてご利用ください。

iPhone
アイフォン
iPhone
アイフォンパソコンパソコン

からご覧ください。
伊豆市議会  ライブ中継
検索

※各議員のＱＲコードを読み取ると、全ての一般質問の様子を動画で見ることができます。

会派代表質問
Question 市 長 の 所 信 表 明 に 対 し て

伊
豆
ク
ラ
ブ

星ほ
し
や谷　

和か
ず
ま馬 

議
員

　
①
人
口
減
少
対
策
、
伊
豆
市
の
人
口
は
国

の
社
人
研
に
よ
る
と
、
２
０
４
５
年
に
は

１
万
５
１
５
２
人
と
予
想
さ
れ
、
消
滅
可
能
性

自
治
体
と
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

施
策
が
必
要
で
す
か
。

　
②
災
害
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
防
災
が
市
長
の

公
約
で
す
が
、
防
災
訓
練
は
各
地
区
に
よ
り
違

い
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
指
導
、
監
督
を

し
て
い
ま
す
か
。　

答
　
弁

　
①
人
口
減
少
対
策
、
産
業
振
興
、
行
政
改
革

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、課
題
は
「
ス
ピ
ー
ド
」

で
す
。
必
要
な
施
策
を
速
や
か
に
練
り
上
げ
、

実
行
し
て
い
く
姿
勢
を
共
有
し
た
い
で
す
。

　
②
防
災
訓
練
は
、
毎
年
４
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
９
月
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
各
地
区
の

要
望
に
応
じ
、
資
機
材
の
貸
し
出
し
や
、
訓
練

指
導
員
の
派
遣
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
防
災
指
導
員
の
研
修
会
の
開
催
、
防
火
知

識
の
普
及
や
自
主
防
災
会
の
育
成
指
導
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

動画はこちら

質 問
Question

波は

だ

の
多
野　
靖や
す
明あ
き 

議
員

　
市
の
若
手
職
員
が
中
心
と
な
り
手
が
け
、
市

内
の
児
童
・
生
徒
の
投
票
に
よ
り
決
定
し
た
、

伊
豆
市
20
周
年
エ
ン
ブ
レ
ム
。
こ
れ
か
ら
の
伊

豆
市
を
担
っ
て
い
く
世
代
が
、
市
の
象
徴
を
考

え
る
き
っ
か
け
は
、
郷
土
愛
を
育
む
一
つ
と
し

て
大
き
な
成
果
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
20

周
年
を
機
に
市
章
も
市
民
か
ら
公
募
す
る
の
は

い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

答
　
弁

　
市
制
20
周
年
記
念
エ
ン
ブ
レ
ム
は
、
と
て
も

良
い
物
を
作
っ
て
く
れ
た
と
若
手
職
員
を
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
こ
れ
を
モ
デ

ル
に
市
の
新
た
な
「
旗
」
を
製
作
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
欧
米
で
は
自
治
体
の

「
記
章
」
と
「
旗
」
を
別
に
制
定
し
て
い
る
こ

と
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
伊
豆
市
章

は
、
シ
ン
プ
ル
で
記
章
に
は
と
て
も
良
い
と
思

い
ま
す
が
、
旗
に
は
少
し
シ
ン
プ
ル
す
ぎ
る
と

も
感
じ
ま
す
。
な
ん
ら
か
の
手
段
で
、
主
権
者

で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
、
ご
意
見
を
伺
う
こ

と
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊豆市20周年エンブレムと市章

会派代表質問
Question

会派代表質問
Question

I
Z
U
未
来

下し
も
や
ま山　
祥し
ょ
う
じ二 

議
員

　
所
信
表
明
の
２
、災
害
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
す

防
災
に
お
け
る
、高
齢
の
方
や
障
害
を
お
持
ち

の
方
の
避
難
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、災
害
復
旧
復
興
の
た
め
に
建
設
業
、

水
道
業
、設
備
業
な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備

事
業
者
の
、十
分
な
維
持
が
公
益
に
叶
う
と
述

べ
て
い
る
理
由
を
、市
民
に
分
か
り
や
す
く
説

明
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

答
　
弁

　
災
害
時
に
配
慮
や
支
援
が
必
要
な
要
支
援
者

は
、１
３
５
１
人
、そ
の
う
ち
個
別
避
難
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
方
は
３
８
４

人
で
、計
画
策
定
者
は
３
３
１
人
で
す
。自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
要
配
慮
者
か
ら
、同

意
を
得
る
こ
と
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、市
外
か
ら
の
救
援
部
隊
は
ほ
と
ん

ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
。倒
壊
し
た
家
屋
の
処
理
、

崩
落
し
た
土
砂
の
撤
去
、道
路
の
啓
開
、水
道
の

復
旧
、倒
れ
た
電
柱
の
処
理
な
ど
に
対
応
す
る

に
は
、な
ん
と
し
て
も
市
内
の
イ
ン
フ

ラ
事
業
者
が
必
要
で
す
。

I
Z
U
未
来

三み

た田　
忠た
だ
お男 

議
員

　
５
期
目
を
迎
え
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民

や
職
員
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、「
①
人
口
減
少

対
策
、
②
公
教
育
の
選
択
の
確
保
、
③
経
済
活

性
化
の
産
業
振
興
、
④
行
政
D
X
と
公
共
施

設
再
編
成
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
真
意

を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
①
空
き
家
の
活
用
の
抜
本
的
改
善
、
都
市
整

備
の
推
進
、
良
き
移
住
者
の
先
例
に
つ
い
て
広

報
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
②
伊
豆
市
学
校
部
活

動
在
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、検
討
中
で
、

10
名
の
部
活
指
導
員
を
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
任
用
し
て
い
ま
す
。
③
観
光
を
産
業
と
し

て
、
し
っ
か
り
位
置
づ
け
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
た
な
知
事
と
、
伊
豆
半
島
７
市
６
町
が
共
有

で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
④
行
政
が
使

う
予
定
の
な
い
施
設
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
市

民
負
担
を
増
や
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
速
や
か

に
再
編
成
す
る
こ
と
が
市
民
の
公
益
に
叶
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

動画はこちら

動画はこちら

一
般
質
問
（
続
き
）

動画はこちら
※他の質問あり

市制 20周年
記念エンブレム
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一般質問一般質問

所 信 表 明 の 真 意 を 問 う

災害死者ゼロを目指す防災の実効性



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

一
般
質
問
（
続
き
）

質 問
Question 小 児 医 療 の 現 状 と こ れ か ら

質 問
Question

小こ
な
が
や

長
谷　
順じ

ゅ
ん
じ二 

議
員

　
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
石
川
県
で
の
犠
牲
者

は
、
７
割
を
超
え
る
方
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
ほ
と
ん
ど
は
家
屋
倒

壊
で
亡
く
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、
家
屋

倒
壊
な
ど
の
対
策
が
急
務
と
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
、
住
宅
耐
震
改
修
や
高
齢
者
世
帯
の
見
守

り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
当
市
で
は
静
岡
県
の「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ⅰ-

０（
ゼ

ロ
）」
事
業
を
実
施
し
、
無
料
の
耐
震
診
断
及

び
耐
震
補
強
工
事
へ
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
令
和
７
年
度
末
で
こ
の
事
業
が
終
了

と
な
る
た
め
、
事
業
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
引
き

続
き
要
望
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
は
、
安
心
し
て
地
域
に
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
訪
問
や
配
達
を
行
う

事
業
所
や
公
共
交
通
機
関
を
中
心
に
「
安
心
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
と
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
個
別
の
見
守
り
、
民
生
委

員
や
地
域
の
方
の
つ
な
が
り

に
よ
る
見
守
り
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

高齢者が住み慣れた地で安心して暮らすには

質 問
Question

浅あ
さ
だ田　

藤と
う
じ二 

議
員

　
伊
豆
地
域
に
お
い
て
歴
史
を
た
ど
る
と
、
狩

猟
は
ま
さ
に
文
化
と
し
て
こ
の
地
域
に
根
付
い

て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
狩
猟

を
通
じ
て
地
域
と
国
有
林
を
管
理
す
る
森
林
管

理
署
が
、
情
報
交
換
や
相
互
の
助
け
合
い
を
活

発
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
現
在
の

情
報
交
換
の
状
況
は
。

答
　
弁

　
森
林
管
理
署
と
狩
猟
者
と
の
情
報
交
換
の
場

は
、
設
け
て
い
な
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
鳥
獣

の
被
害
防
止
と
捕
獲
を
適
切
に
推
進
す
る
た
め

に
設
立
し
た
「
伊
豆
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
」
で
は
、
狩
猟
者
で
構
成
す
る
市
の
有
害

鳥
獣
捕
獲
隊
が
参
画
し
、
伊
豆
森
林
管
理
署
に

は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
画
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
狩
猟
者

と
森
林
管
理
署
と
の
情
報
交
換
や
協
議
の
場

を
、
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

狩　猟　文　化    

間ま
の野　

み
ど
り 

議
員

　
令
和
５
年
の
９
月
、
中
島
恵
子
先
生
が
引
退

さ
れ
ま
し
た
。
市
民
か
ら
は
、
今
ま
で
の
業
績

に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
が
大
き
く
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
市
も
今
後
の
不
安
に
対
し
新

し
い
施
策
な
ど
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
医
療
体
制
や
今
後
の
方
向
性
は
、
ど
の

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
っ
た
ら
良
い
か
を
伺
い

ま
す
。

答
　
弁

　
現
状
は
、
５
つ
の
病
院
と
10
の
診
療
所
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
小
児
科
を
標
榜
し
て
い
る
の
は

病
院
、
診
療
所
合
わ
せ
て
５
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
市
内
の
公
的
病
院
に
お
け
る

夜
間
小
児
科
診
療
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
市

に
と
っ
て
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
小
児

医
療
体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
紹
介
状
を

持
た
ず
２
０
０
床
以
上
の
病
院
を
受
診
し
た
場

合
、
初
診
料
に
加
算
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
各
医
療
機
関
の
機
能
、
役
割
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
ま
ず
お
住
ま
い
の
地
域
の
機

関
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

質 問
Question

杉す
ぎ
や
ま山　
誠
ま
こ
と 

議
員

　
孤
独
・
孤
立
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
独
居
世
帯

の
増
加
や
近
隣
・
家
族
関
係
の
希
薄
化
な
ど
が

背
景
に
あ
り
、
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
け
る
単
身
高
齢

者
や
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
の
実
態
と
、
そ
の

相
談
体
制
や
支
援
の
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、国
が
推
奨
す
る
孤
独・

孤
立
対
策
地
域
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
す
か
。

答
　
弁

　

単
身
高
齢
者
は
、
本
年
４
月
１
日
現
在
で

３
１
６
０
人
、
10
年
間
で
約
９
０
０
人
増
加
し

て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
実
態
は
把
握
で
き
ま

せ
ん
が
、現
在
26
人
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
登
校
は
小
学
生
19
名
、
中
学
生
40
名
と
増
加

傾
向
で
す
。
学
習
支
援
教
室
を
開
設
し
、
生
徒

が
社
会
か
ら
孤
立
し
な
い
よ
う
に
支
援
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
な
ど
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
相
談
を
受
け
、
支
援
し
て
い
ま
す
。
孤

独
・
孤
立
対
策
地
域
協
議
会
の
設
置
は
、
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
で
も
包
括
的
な
支
援

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
既
存
の
会
議
体

の
活
用
も
含
め
て
検
討
し
ま

す
。

深刻化する孤独・孤立問題の対策をいかに

質 問
Question

質 問
Question

永な
が
お
か岡　
康こ
う
じ司 

議
員

　
教
育
は
、学
校
・家
庭
・地
域
社
会
の
三
者
が

適
切
に
役
割
を
分
担
し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で

す
。教
員
に
過
度
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、多
く
の

業
務
を
抱
え
て
本
来
の
教
育
活
動
に
専
念
で
き

な
い
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。①
教
員
不
足

の
現
状
②
教
員
不
足
の
原
因
③
教
員
不
足
に
よ

る
教
育
活
動
へ
の
影
響
④
教
員
不
足
解
消
へ
の

取
組
や
教
員
の
ス
ト
レ
ス
対
応
は
ど
う
し
て
い

ま
す
か
。

答
　
弁

　
①
市
内
に
お
い
て
、教
職
員
の
定
数
に
対
し

不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。②
労
働
条
件
の
厳
し
さ
、

採
用
試
験
の
受
験
者
減
少
、早
期
退
職
者
の
増

加
な
ど
で
す
。③
業
務
量
の
増
加
に
よ
り
生
徒

へ
の
個
別
指
導
が
難
し
く
、教
育
の
質
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。④
仕
事
の
魅
力
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、長
期
の
傷
病
特
休
・出
産
・育
児

休
暇
な
ど
安
心
し
て
休
め
る
環
境
整
備
が
必
要

で
す
。過
大
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思

わ
れ
る
教
職
員
に
対
し
て
は
、必
要
に
応
じ
て

専
門
家
と
連
携
し
、ス
ト
レ
ス
解
消
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

小お
が
わ川　
多た

み

こ
美
子 

議
員

　
５
期
目
を
迎
え
た
市
長
の
所
信
表
明
を
拝
聴

し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
福
祉
」
の
文
言
が

見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
障
が
い
者
福
祉
」

「
高
齢
者
福
祉
」「
在
宅
医
療
」「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
そ
の
他
、
健
常
者
で
あ
っ
て
も
福
祉
の

お
世
話
に
は
な
り
ま
す
。
市
長
は
、
福
祉
を
置

き
去
り
に
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ

所
信
表
明
で
触
れ
な
か
っ
た
の
か
真
意
を
伺
い

ま
す
。

答
　
弁

　
福
祉
と
は
「
人
の
幸
せ
」
と
い
う
意
味
で
あ

り
「
高
齢
者
福
祉
」
や
「
障
が
い
者
福
祉
」
に

限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
憲
法
に

は
「
公
共
の
福
祉
」
が
記
載
さ
れ
「
社
会
全
体

の
共
通
の
利
益
で
あ
り
、
他
の
人
の
人
権
と
の

衝
突
を
調
整
す
る
た
め
の
原
理
」
と
解
釈
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
長
と
し
て
は
「
市
民
の
福
祉
」

を
掲
げ
る
項
目
と
し
て
「
災
害
死
者
ゼ
ロ
」
を

シ
ン
ボ
ル
と
し
ま
し
た
。「
災
害
死
者
ゼ
ロ
を

目
指
す
」
こ
と
は
、
普
段
の
生
活
に
お
け
る
福

祉
政
策
そ
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

動画はこちら

動画はこちら
※他の質問あり

市長の福祉への取り組みを問う

教員を取り巻く社会状況と現状

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

QR⑥

　天城山系に降る清水を集め瀑布となり流れる萬城の滝、
５月 26 日（日）に開催された萬城の滝まつりを広報委員会
として取材しアンケート調査も実施しました。裏見の滝は実
現しませんでしたが、滝見ロードが完成しました。間近で滝
をみる感動「マジか！」、オープンセレモニーには市長、地元
の議員、地元子どもたちによるテープカットも行われました。
まつりの弥栄を願いつつ。

Q「仕事内容で大変なこと」
　議会の議決により市民の安心安全
な生活が保たれると考え、その重責
を感じながら取り組んでいます。
Q.「少子化を考えて欲しい」
　伊豆市の子育て施策は充実して
いて、医療面でも市内の病院で時
間外に小児科を設けてくださったり
と努力を感じます。議会としてもよ
り良い政策の提案ができるよう努め
ます。
Q「議会報告会は」
　議員の活動報告や、皆様の考え
をお聞きするため年に一度開催して
います。今年度は、議員数について
話し合い、昨年度は、PTA や伊豆
総合高校の生徒さんと行いました。
Q「裏金もらっているか」
　絶対にありません。

■ 広報委員会から／副委員長　鈴木優治

伊豆市に対して
感じること

議員への質問

〇子育て支援が充実
している。
〇運動できる公園が
あると良い
〇良い所が多くある
のに…宣伝の工夫
が必要？！
〇イベントを増加し
てほしい

アンケート募集！
アンケート募集！　６月定例会の一般質問は、７月１日から５日まで放送しました。

伊豆市議会のホームページ（FMIS議会広報アンケートの回答フォーム）
から、放送内容に関してのご意見・ご感想を募集中です。皆様の
貴重なご意見をお聞かせください。　※回答時間は1分程度

FMIS で一般質問を放送中FMIS で一般質問を放送中

祭りの
参加

その他２件
４回以上
２件

３回目
２件

２回目
４件

初めて
16件

※スマートフォンアプリ
　Radimoでも聞くこと
　ができます。

放 送 日 会期後の５日間（月～金）
放送時間 17：30から 10分程度　
内　　容 ・1日 1人、5名分放送
 ・議会だよりで取り上げる質問を放送

レディモ

～萬城の滝まつりを訪ねて～議会広報委員会インタビュー②

議
会
広
報
よ
り
報
告
・
ア
ン
ケ
ー
ト
募
集
・
編
集
後
記

令和５年度政務活動費の執行状況 （円）

会派・個人名 所属
人数

収入 支出
返還額交付金 調査

研究費 研修費 資料
購入費 広報費 事務費 支出計

ＩＺＵ未来 11 人 1,980,000 1,490 924,853 333,862 66,209 3,338 1,329,752 650,248
伊豆クラブ 4 人 720,000  200,000 4,887 204,887 515,113
杉山武司 　 180,000 　 　 176,315 176,315 3,685

　政務活動費とは、議員の調査研究その他活動に資するため必要な経費の一部を
交付するもので、地方自治法に基づき、条例で金額、使途の範囲などを定めています。
　伊豆市議会では、会派及び会派に所属しない議員に対し、１人当たり月額
15,000 円を交付することとし、議員の資質向上のための調査研究や資料購入な
どに活用しています。
　また、経費の範囲や使途について透明性の確保に努めるため、各会

派及び議員の会計資料（領収書、収支明細等）を公開しています。
政務活動費はこちら▲

質 問
Question

鈴す
ず
き木　

正ま
さ
と人 

議
員

　
　

　
市
長
は
所
信
表
明
演
説
の
冒
頭
で
「
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
信
任
を
頂
き
・
・（
後
略
）」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
過
去
最
低
の
投
票
率
と
過

去
最
高
占
有
率
の
「
白
票
」
を
含
む
無
効
投
票

数
を
踏
ま
え
る
と
、
市
民
の
大
半
が
信
任
を
さ

れ
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
で
す
。
市
民
の
「
５

期
目
」
に
対
す
る
視
線
が
厳
し
い
な
か
、
市
民

と
の
向
き
合
い
方
、
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
低
投
票
率
だ
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
残
念
に

思
い
ま
す
。
憲
法
の
重
要
な
理
念
と
し
て
「
国

民
主
権
」
が
あ
り
、
投
票
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ

ま
す
。
逆
に
い
え
ば
選
挙
の
み
が
唯
一の
主
権

行
使
に
な
る
の
で
、
可
能
な
限
り
放
棄
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
他
方
、
我
が
国

で
は
公
正
な
選
挙
は
し
っ
か
り
担
保
さ
れ
て
お

り
、
反
対
の
意
思
表
明
を
阻
害
す
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
が
市
長
で
あ
る
こ
と
に
反
対
の

方
は
、
な
ん
の
障
害
も
な
く

反
対
票
を
投
ず
る
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
状
況
下
で
し
た
。

伊豆市長選挙の総括と今後の市政運営

質 問
Question

黒く
ろ
す須　

淳あ
つ

美み 

議
員

　
令
和
６
年
元
日
に
能
登
半
島
を
襲
っ
た
地
震

は
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

る
も
の
で
し
た
。

　
災
害
か
ら
の
復
旧
に
欠
か
せ
な
い
水
道
に
つ

い
て
、
伊
豆
市
の
浄
水
場
や
水
道
管
の
老
朽
化

率
、
耐
震
化
の
状
況
は
。
ま
た
、
安
全
安
心
な

水
の
提
供
の
た
め
、
財
源
と
し
て
の
水
道
料
金

の
値
上
げ
は
、
将
来
的
に
検
討
が
必
要
と
考
え

ま
す
か
。

答
　
弁

　
市
内
水
道
施
設
の
平
均
経
過
年
数
は
約
40
年

と
老
朽
化
が
進
み
、水
道
管
も
老
朽
化
率
約
56
％

と
い
う
現
状
で
す
。
ま
た
、
水
道
管
の
耐
震
化

は
、
地
震
な
ど
の
揺
れ
に
対
応
で
き
る
水
道
配

水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
布
設
し
、
耐
震
化
を

順
次
進
め
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
値
上
げ
の
検
討
は
、
令
和
６
年
度

に
完
成
す
る
伊
豆
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

経
営
戦
略
に
て
、
水
道
料
金
改
訂
を
視
野
に
入

れ
て
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず

は
水
道
事
業
の
厳
し
い
現
状
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
く
、「
伊
豆
市
の
水

道
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
、
市
民
説
明
会
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

水道事業の災害対策と描く将来像は

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり

政務
活動費
の報告
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編  

集  

後  

記

　
10
月
に
は
、
市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
る
た
め
、
現
在
の
広

報
委
員
で
編
集
す
る
議
会
だ
よ
り

は
、
次
回
で
最
後
の
発
行
と
な
り

ま
す
。
今
定
例
会
の
条
例
改
正
に

よ
り
、
定
数
が
２
名
減
に
な
り
、

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
に
も

掲
載
が
あ
り
ま
す
が
、Ｈ
Ｐ
に
録

画
配
信
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
の

第
２
弾
と
し
て
、
萬
城
の
滝
ま
つ

り
で
取
材
し
た
内
容
を
掲
載
し
ま

し
た
。
第
３
弾
も
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
　
三
田
　
忠
男

次
回
は
令
和
６
年
11
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ▲

伊
豆
市
議
会
広
報
委
員
会

☎
0558-72-9906

編
集
　
〒
410-2413

　
静
岡
県
伊
豆
市
小
立
野
38-2

発
行
　
伊
豆
市
議
会

本会議はどなたでも傍聴
ができ、生中継と録画
配信も行っています。

Tel.０５５８-７２-９９０６
お問合せ先（議会事務局）

▲アクセスは
こちら

議会傍聴のご案内議会傍聴のご案内

アンケートを実施中！アンケートを実施中！

前回号アンケートにて、ご意見をいただきましたので
ご紹介します。（※ 回答一部抜粋）

伊豆市議会だより 検索

W
e
b
か
ら
も
回
答

で
き
ま
す
♪

ここか
ら１分程度のここか
ら１分程度の

簡単なアンケートへ

簡単なアンケートへアンケート回答フォーム

　６月７日の FMIS生放送で、杉山
誠議員が定例会のお知らせや報告
を行いました。次回は８月末に９月
定例会のお知らせをします。

議会広報議会広報６月

今後もいただいたご意見を大切に、傍聴に来られない方々にも分かりやすく、また見
やすい紙面作りを心掛け編集していきます。多くのご意見ありがとうございました。広報委員会委員から

・議員と市長、担当課の質疑応答がわかり
やすく、毎号隅々まで読んでいる。

　傍聴は簡単に行けないため、議会だより等
で議会の様子が市民に伝わることは大事。
（　　　　　　60代　二拠点生活者様）

・毎号読んでいる。 （　　　　　　70代）

良

悪
・毎号読んでいる。

　　（　　　　　　60代　たか）
・ときどき読んでいる。

　　（　　　　　　50代　ひろ）

他 ・読んでないのでわからない。
　　（　　　　　　30.40代）

未
回答 ・ほとんど読んでいない。

　　（　　　　　　50代　ピカチュウ）

・記事に関心があるときに読んでいて、内容
　は分かりやすい。高齢者支援策に期待。
（　　　　　　70代　伊豆遍路をもっとアピールして活性化様）
・発行頻度を増やし、少し字を大きくして欲しい。

　（　　　　　　50代　ブリーフ団YO様）
・議員定数について興味がある。議員16人に対し
て質問していない人が多いのはなぜか。

　一般質問は１つだけでも質問必須にしては。　
（　　　　　　30.40代）

・各工事の具体的な金額や、なぜ行うかどこから
の要望なのか？　　　　   （　　　　　　70代）

普

★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★

★★★★★

★★★★★

★★★★★

★★★★★

★★★★★★★★★★

★★★★★ ★★★★★

９月定例会の予定
月 火 水 木 金 土 日

8/26 27 28 29
本会議初日

30 31 9/1

2
本会議２日目

（一般質問）

3
本会議3日目

（一般質問）

4
本会議４日目

（一般質問）

5
本会議５日目

（議案質疑）

6 7 8

9
連合審査

（総務経済委員
会所管分）

10
連合審査

（教育厚生委員
会所管分）

11
総務経済委員会

12
教育厚生委員会

13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25

本会議最終日
26 27 28 29

7/1
本会議最終日
議会広報委員会

2 3 4 5 6 7

12


